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総務 常任委員会

新しくなった大山口駅などを視察

コンパクトで明るい駅舎

　3月5、6、9日の3日
間、所管する各課から
令和2年度当初予算に
ついて説明を受け、陳
情についても審査した。
　9日には、雪不足と
新型コロナウイルスの
影響が懸念される旅館
街、修繕予定の道路や
橋、完成間近のJR大山
口駅、明るくなったと評
判の防犯灯設置箇所を
視察した。

下市駅周辺の整備 デマンドバスの新しい取り組み 地域自主組織

住宅新築資金などの貸し付け 売電収入は基金へ

総務課 企画課 企画課

税務課 企画課

Q床下浸水などの水害が起きる
駅周辺の排水対策は。

A排水対策としての設計業務委
託料を計上した。また、駅の南
側からも乗降できるように整
備する。

Qデマンドバス（スマイル大山
号）の今後の運営は。

A人材不足が進む貨物運送業
者、さらには地域課題を抱え
る地域自主組織と連携して貨
客混載事業に取り組み、利便
性と採算性の向上をめざす。

Q令和元年度で町内すべての
地区で組織が立ち上がったが、
その支援は。

A運営補助10地区分で3000
万円、さらに新規の立ち上げ
分として所子・光徳の2地区に
200万円ずつ支援する。

Q償還が滞っているこの事業の
滞納額は。

A令和2年2月での滞納額は2
億7261万円となっている。

Q償還が終了するが、売電収入
はどうなるのか。

A基金への積み立てにし、今後、
解体費などの経費に充てる。
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